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1、ビーカー

エッセンシャルオイルは、濃厚な液体のため、材質を溶かすことがあります。

原液に耐えられるガラス素材を使用。

ガラス製なら、湯せんできます。何より消毒できるので清潔です！

 

２、かくはんぼう/混ぜるための棒

ガラス製。ガラス棒と呼んでいます。代用としては、未使用の竹串、

爪楊枝などでも可能ですが、清潔にするならガラス棒がおすすめ。

 

３、計量スプーン

大さじと小さじが計量できるスプーン。料理用とは別に専用のものを用意。

材質は特に問いません。キャリアオイルや塩などを量るときに使います。

４、計量器

o、１グラム測れる計量器。キサンタンガム・みつろう計量

アロマテラピーの道具



５、スプレーボトル
プラスチックを使う場合は・・・

 プラスチックの種類によっては、溶けることがあるので
 PET（ポリエチレンテレフタレート）または

    PP（ポリプロピレン）のものをおすすめします
（HDPE・PEも可)

６、遮光性のガラスボトル

①多めにブレンドオイル（キャリアオイルとエッセンシャルオイルを混ぜたもの）
を作って余った場合には、数日なら保管できます。
そのときに入れておくガラス製のビンが、遮光性のガラスボトルです。
遮光性なら紫外線の影響を受けず、保存性が高まります。

②ロールオンボトル
お守りアロマを作成、保管。持ち歩き可能

③エッセンシャルオイルをたくさん入れるアロマ香水は専用の香水ボトル
（ガラス製のアトマイザー）でないと容器が変質します。

７、その他
アルミ製のもの・・・錆びる可能性あり
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